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診療報酬算定方法の一部改正についてのご案内 
 
 

 

 

謹啓 時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。また、平素はひとかたならぬお引き立てを賜り、厚く

お礼申し上げます。 

さて、このたび下記の項目におきまして、保医発 1002 第 1 号にて診療報酬の算定方法が一部改正され

ましたのでご案内申し上げます。 

今後とも変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願い申し上げます。 

謹白 

 
 
 

記 
 
 

 

《適 用 日》    令和 2 年 10 月 2 日より適用 
 

 

《 対 象 項 目 》    SARS-CoV-2 核酸検出（新型コロナウイルス） 

改 正 後 現  行 

SARS-CoV-2 核酸検出は、国立感染症研究所が作成した 
「病原体検出マニュアル 2019-nCoV」に記載されたもの若 
しくはそれに準じたもの又は体外診断用医薬品のうち、使用目 
的又は効果として、SARS-CoV-2 の検出（COVID-19 の診 
断又は診断の補助）を目的として薬事承認又は認証を得ている 
ものにより、COVID-19 の患者であることが疑われる者に対 
し COVID-19 の診断を目的として行った場合又は COVID- 
19 の治療を目的として入院している者に対し退院可能かどう 
かの判断を目的として実施した場合に限り算定できる。 
ただし、感染症の発生の状況、動向及び原因を明らかにするた 
めの積極的疫学調査を目的として実施した場合は算定できな 
い。なお、検査に用いる検体については、厚生労働省の定める 
新型コロナウイルス感染症の検査に係る指針を参照すること。 

採取した検体を、～略。 

SARS-CoV-2 核酸検出は、国立感染症研究所が作成した「病 
原体検出マニュアル 2019-nCoV」に記載されたもの若しく 
はそれに準じたもの又は体外診断用医薬品のうち、使用目的又 
は効果として、SARS-CoV-2 の検出（COVID-19 の診断又 
は診断の補助）を目的として薬事承認又は認証を得ているもの 
により、COVID-19 の患者であることが疑われる者に対し  
COVID-19 の診断を目的として行った場合又は COVID-19 
の治療を目的として入院している者に対し退院可能かどうか 
の判断を目的として実施した場合に限り算定できる。ただし、 
感染症の発生の状況、動向及び原因を明らかにするための積極 
的疫学調査を目的として実施した場合は算定できない。なお、 
検査に用いる検体については、国立感染症研究所が作成した 
「2019-nCoV（新型コロナウイルス）感染を疑う患者の検
体採取・輸送マニュアル」を参照すること。  

採取した検体を、～略。 

 

 

 

 

 




